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研究成果の概要：現代の企業経営に不可欠なフロントラインでの組織学習活動に着目し、それを促

進するための管理会計システムの設計問題について明らかにした。フロントラインでの組織学習を前

提とした組織は、これまでの財務計画を主要なコントロール手段として重視し、集権的なマネジメント

に依拠した伝統的な組織とはその運営の方針が異なっており、管理会計システムもその理論が生成

した当初とは異なった役割期待を担っていることが明らかとなった。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 270,000 3,670,000 

 
 

研究分野：管理会計論 

科研費の分科・細目：経営学・会計学（3703） 

キーワード：業績管理会計、組織学習、マネジメントコントロール、自律的組織 

 

１．研究開始当初の背景 

 組織学習との関連でこれまでの管理会計論研
究において重要とされてきたのは、(1)組織ルー
ティンの更新と(2)戦略の創発的形成（経営戦略
論における学習アプローチ）の 2 つの問題領域
である。(1)に関しては、これまでにも、多くの論
者によって、リーン生産方式を採用する製造企
業におけるコストあるいは品質・納期などの様々
な側面における競争優位性の源泉として、「継
続的な改善」の有効性が指摘されてきた。TQC、
TPM、小集団活動など様々な呼称がもちいられ
るが、一連の継続的改善活動の本質は、現場従
業員による組織的な学習活動であることはいうま
でもない。改善努力が一定以上に累積されると
単純な改善努力だけではなかなか効果に結び

つかず、様々な領域でのトレードオフが生じるよ
うになる。このような問題をフロントラインで制御
するためには、すべての要素を貨幣的測定によ
って同時的に把握できる会計手法の役割がいっ
そう重要となることが認識されつつあった。(2)に
ついても、多くの日本企業に共通する課題とし
て指摘されていた「経営資源の選択と集中」、
「事業の再構築・見直し」という問題は、陳腐化し
た過去の組織ルーティンを棄却し、あらたな組
織ルーティンをいかに形成すべきであるかという
問題として把握することができる。本研究では、
競争優位に直結する効果的な組織学習を促進
するためにどのような原理で管理会計システム
を設計すべきであるかという問題について、考
察・検討を試みることが必要と考えられていた。 
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２．研究の目的 

 本研究では、今日の企業経営の成否を分ける

要因として、組織学習(organizational learning)お

よびそのマネジメントに着目し、組織学習を効果

的に促進する管理会計システム（マネジメント・コ

ントロール・システム）の備えるべき設計変数と導

入・運用における要件について検討した。本研

究の目的は、組織学習を促進する管理会計シス

テムの設計理論を明示し、同時に、組織学習と

いう側面から評価したマネジメント・コントロール・

システムの機能評価を可能とすることであった。 

 

３．研究の方法 

下記に示す2つの手段を研究アプローチとし

て採用し、併用することによって情報の収集およ

び理論化プロセスを進行させた。 

①文献収集・整理。網羅的な文献レビューを実

施し、組織学習論の発展を管理会計論（マネジメ

ント・コントロール・システム）の観点から整理し

た。 

②聞き取り調査。国内外の企業へ訪問調査を行

い、経営戦略立案のプロセス組織ルーティンの

更新状況とそのプロセス、前記２つのプロセスに

おいて活用されている管理会計ツールに関する

ヒアリング調査を実施した。 

 

４．研究成果 

 本研究の成果として以下の 2 点をあげることが
できる。 

第 1 に、既存の管理会計研究に新たな切り口

を提供した。1980 年代後半の relevance lostをめ

ぐる議論以降、管理会計研究は新たな技法開

発を中心に展開されてきた。組織学習という、組

織炎症に着目した本研究は、技法そのものでは

なく、組織コンテクストのなかでの位置づけに主

たる関心を置くものであった。 

第 2 に企業経営における実践性である。組織

学習を重視した組織モデル（いわゆる自律的組

織）に着目した研究はいくつか見られるが、従来

の研究では、自律的組織のそのもの検討が中

心であり、自律的組織を機能させる中核的な支

援システムである管理会計をはじめとするマネジ

メント・コントロール・システムについての考察が

十分ではなく、実務面での貢献は十分ではなか

った。この点が、組織学習と管理会計の両方を

重視した本研究の貢献領域である。また、組織

文化と管理会計システムとの関連性の検討もこ

れまでは十分にはなされてこなかった。本研究

では、予算管理、中期経営経計画、業績測定・

評価システム、組織文化などのマネジメント・コン

トロール・システムの設計・運用を通じて、組織

学習を促進するための実践的なノウハウについ

て明らかにした。 
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